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南アルプス南部及び安倍川流域周辺の山地における

食虫目及び薔歯目 (ネ ズミ科)

A E)istributional Study of Smaller lnsectivora

and Rodentia in the Minalni Alps

Jiro HosHINO中

南アルプスは近年まで人間の手の入ることが少く,広大な自然が残されており,豊富な哺乳動物相を持つ

ことが知られているが,調査が行われた例は少く片山 (1966,1976)ゃ 鳥居他 (1975)の報告があるのみで

ある。これらの報告の中で,片山 (1966)は食虫目2科 5種,書歯ロネズミ科 7種 (家鼠3種を含む)を ,

また後に (片山,1976)食虫目2科 7種,蓄歯ロネズミ科 8種を記録し,鳥居はネズミ科 2種を記録してい

る。しかし,これらの調査は哺乳類全般について行われたもので,こ の地域の食虫日,書歯日を対象とした

調査は未だ行われていない。

著者は,1975年 4月 から1978年 2月 にわたつて,

南アルプス南部の山岳地帯とこれに続く静岡市北西

部の安倍りII上 流 域周辺の山地の食虫目及び薔歯目

(ネズミ科)の動物について採集調査を行った。調

査は先ずこの地域に生息するこれらの動物の種を明

らかにすることを目標とした。その結果食虫目2科

4種,ネズミ科 5種の生息が確認され,それらの動

物の垂直分布,生息場所との関係また季期的変動に

ついて若千の知見を得ることが出来たのでここに報

告する。報告のうち口坂本,井川峠及び小河内林道

については,静岡大学理学部生物学教室の中村賢一

氏によつて得られた資料を加えてある。これらの資

料を快 く提供して下さつた同氏に感謝する。尚中オ|

賢一氏による調査は1976年四月から1977年 2月 にか

けて行われたものである。

1.調 査地域 と調査方法

調査地域は南アルプス南部の山岳地帯とこれに続

く静岡市北西部の安倍川上流域周辺の山地である。

これらの地域は標高約∞0れ から2,8∞物に及び調査
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地区により多少の変化はあるものの,低い所から順に茶畑,造林地 (ス ギ 。ヒノキ・カラマツ)と 落葉広葉

樹林 (一部にススキ草地を含む)と 変化し,大略2,000″前後から稜線上のササ原又は亜高山針葉樹林となり,

大略2,400π から2,∞ 0″以上は高山帯となる。

この地域内に8ケ所の調査地区を設け、 1地区内に1内至6ケ所の採集地点を置いた。

以下にこれらの調査地区と採集地点の標高と植生の大略及び採集月を示す。

A.俵峰―竜爪山地区

A.:500773地 点,茶畑,1975年 5・ 11・ 12月 。A2:5∞″地点,ス ギ造林 地,1975年 5。 11月 。A3:

9∞れ地点,落 葉 広葉樹林,1975年 5月 。A4:竜爪山頂 (1,0∞ /22),ヒ ノキ造林地,1975年 5。 11・

12月 。

B.有東木地区

B■ :8∞″地点,茶畑,1975年 5。 10。 12月 。B2:8∞′″地点,ヒ ノキ造林地1975年 5。 7・ 10月 。

B3:850″ 地点,ス スキ草地,1975年 10月 。B4:1,200277地 点,落 葉広 葉 樹林,1975年 7月 。B5:

1,600π稜線,笹原,1975年 12月 。

C.新田―山伏岳地区

C■ :新田 (800″),茶畑1975年 5・ 11月 。C2:9∞″地点, ヒノキ造林地,1975年 8。 11月 ,1976年

5月 。C3:9∞ 222地点,落 葉広葉樹林,1977年 5。 9月 。C4:1,200″地点,ヒ ノキ造淋地,1975年

10月 ,1976年 9月 。C5:西日影沢源流(120∝-1,400″3),灘 葉樹林,1975年 5。 7・ 8月 ,1976年

4・ 5。 6。 9,1977年 9月 。Co:山伏岳頂上稜線(1,900″),笹原,1975年 4・ 5・ 7・ 8。 10月 ,

1976年 4・ 5・ 9月 ,1977年 9月 。

D.口坂本地区

D■ :口 坂本 (600″),スギ 。ヒノキ造淋地,1978年 2月 。

E.井川地区

E■ :富士見峠 (1,050″),スギ 。ヒノキ造林地,1978年 1月 。E2:勘行峰 (1,300π ),スギ,ヒ ノ

キ造林地,1977年 5月 。E8:井川峠下部 (1,400π ),カ ラマツ造林,1977年 5・ 8・ 10月 。E4:井川

峠(1,∞0″ ),落絋 葉樹林(一部低木林),1977年 5。 8。 10・ 11月 。E5:井り!I峠 上部稜 線,笹原,

1977年 11月 。

F.小河内林道地区

F■ :小河内林道 (900″ ),ス ギ・ヒノキ造林地,1977年 12月 ,1978年 1月 。

G.千枚岳登山道

G■ :梅島 (1,100″ ),カ ラマツ造林地,1976年 10月 。G2:月 石`下 (1,aloπ ),落葉広薬樹林,1976年

10月 。G3:蕨段 (2,lC10 π),亜高山針葉樹林,1976年 10月 。G4:千枚小屋 (2,∞Oπ ),高山帯 ,

1976年 10月 。

H.茶臼岳登山道

H■ :ウ ソツコ沢小屋 (1,200″ ),落葉広葉樹林,1977年 11月 。H2:横窪沢小屋 (1,6∞″),落葉広

葉樹林,1977年 11月 。H3:茶自小屋附近(2,300π),亜高山針葉樹林,1977年 11月 。H4:茶臼小屋附

近 (2,41Cl″ ),1977年 11月 。

採集には市販のハジキワナを用いた。初年度には生のサツマイモを,次年度以降は小麦粉にピーナツパタ

ーと水を加えて練つたものを餌とした。ワナは植生に注意しながら登 山道 に沿つて約10π の間隔で置いた

が,茶畑やそれが可能な造林地内では約 5π間隔のマスロに置いた。

ワナは日没前に設置し,翌朝回収した。採集個体ltそのまま或いはホルマリンに漬して持ち帰つた。

種の同定は今泉 (1960)に従つた。
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2.調 査 結 果 と 考 察

a.採 集 結 果

総ワナ拠 ,047に対して408個体を採集することが出来,捕獲率は10.1%で ある。食虫ロトガリネズミ科 ト

ガリネズミ,ジネズミ,モグラ科ヒメヒミズ,ヒ ミズ,書歯ロネズミ科ニイガタヤチネズミ,カゲネズミ,

ハタネズミ,ア カネズミ,ヒ メネズミが採集された。このうちニイガタヤチネズミはこの地域から初めて報

告されるものである。またトガリネズミについては同定が完全にすんではいないが,採集地域から判断して

トガリネズミとして記載した。カゲネズミはスミスネズミと酷似するが,採集されたものの乳頭数が4であ

ること,体毛がなめらかであることなどから今泉 (1960)に従つてカゲネズミとした。

下の表_1は調査結果をまとめたものである。調査地区ごとの採集個体数及び捕獲率 (( )内 に示す)

が示されている。

表1.調査地区ごとの採集個体数及び捕獲率 (括弧内)

内森遷IE豊言整1曇
盤杏暑1 計1登≧Th嚇

|“ IЮ  H5 1計    1 151 191 1151 181 981 281 491 661 455
ワ ナ 数   1 261 1 287 1 1298 1 2“

|■ 31~6587

捕 獲 率 %6の |“ O CO Caっ o&の こI万「 kJ百 1石高 1葛
面T司

表-1で明らかなようにモグラ科では, ヒメヒメミズが, 111頭 と最も多く採集され,総採集個体数に対

する割合 (以下優占度と記す)は27.2%で ,ヒ ミズが47頭 (11.5%)で これに次ぐ。ネズミ科ではヒメネズ

ミ154頭 と最も多く,優占度は37.7%,採集されたネズミ科のものの合計の63.1%を 占め,こ の地域内で最

も優勢な種であることを示している。アカネズミは46頭 (11.3%)で これに次ぎカゲネズミ,ニイガタヤチ

ネズミ,ハ タネズミの1頁で少くなる。トガリネズミ科ではトガリネズミ5頭とジネズミ1頭で更に少い。

捕獲率は全体で10.1%で ,安倍川の東側山地はいづれもこの値より低いのが目につくが,これらの山地に

於けるモグラ,ネズミ類の生,患密度が低いことを反映しているものかどうかについては,更に調査をすすめ

る必要がある。

次にこの地域の種類構成を,今回の方法によつては採集出来ない大型のモグラと家鼠を除いて,富士山の

それ (今泉,1972)と 比較すると,富 士 山 にはニイガタヤチネズミが生息していないことの他大略一致す
る。また八ツ岳のそれと比べると (官尾他,1963・ 1964)八 ツ岳には乳頭数 1+0+2=6の スミスネズミ

の生息していることを除けば大略一致し,尾瀬沼畔のそれ (今泉他,1964)と も一致している。

また全体の捕獲率は10.1%で ,富士山北斜面における2o.3%(官尾,1972),八 ケ岳に於ける20.5%(官

尾他,1963)に比べて甚だ低い。この理由については更に調査を進めてから判断したい。

b.垂 直 分 布

採集された動物の種類と個体数及び捕獲率を採集地点 の標 高 別 にまとめたものが表‐ 2である。標高

はg10π から上を500″毎に区切つてある。
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表2.各種の垂直分布*

種
卜
・，

1(0.0)

7(0.6)

16(1.4)

8(0.7)

2(0.1)

18(1.6)

44(4.0)

28(2.6)

7(0.6)

11(1.0)

23(2.1)

55(5.0)

|__三L __
| ワ ナ 数

96    1    124    1

4,047

獲 率 % 。LD I。 2D I (10.7) (10.1)

*数字は採集個体数及び獲捕率 (括弧内)

表-2で明らかなように種類構成は標高2,0∞″を境に大きく変化する。すなわちIЮ
“
から2,000″ιまで

の各標高の範囲内にはヒメヒミズ,ヒ ミズ,カ ゲネズミ,ア カネズミとヒメネズミを主な種として5種乃至

8種が生息しているのに対して, 2,鰤 ″以上ではヒメヒミズとニイガタヤチネズミが主な種となり2種乃

至 3種の生息を見るだけである。

それぞれの標高の範囲内で最も優勢な種は∞0″ι-1,00Cl″ と1,000″ 2-1,5∞′,ル ではヒメネズミがそれぞ

れ45.8%と 44.4%の優占度を示し、1,∞0″-2,000″ ではヒメヒミズが41.4%で ,2,Cll10″ -2,GX1223で はヒ

メヒミズとニイガタヤチネズミがともに45.5%で ,さ らに2,ЮO″以上ではニイガタヤチネズミが87.5%で

最も優勢な種となる。

次に捕獲率は1,21C1773-2,000″ が12.1%と 最も高く,1,000″-1,500″ιが11.5%と それに次ぎ,2,000″

-2,∞0れ は2.8%と 最も低い。また2,∞0滋以上では10.7%と 再び高いのは興味深い。

個々の種類についてはニイガタヤチネズミやトガリネズミが高山性又は亜高山性であることが示されてお

り,ジネズミの低山性も明らかである。ヒミズ,カ ゲネズミ,ハ タネズミ,ア カネズミとヒメネズミは低山

帯から山地帯に分布している。これらの垂直分布は全国からの例と大略一致している (今泉,1960)。

ヒメヒミズはalClπ から2,5C10″ 以上にわたつて採集され,最も広い垂直分布を示した。1,5CXレー2,000″

に於て最大の捕獲率を示し,一般にいわれているように山地・亜高山性の傾向は明らかであるが,こ の地域

では1,lllX1722以 下の地点でも採集された。例えば小河内林道(F■ )で,標高900″ のヒノキ造林地から,11頭

のヒミズと2頭のヒメヒミズが採集された。しかし,これらは混棲しているわけではなく,ヒ メヒミズは造

林地内の崩壊により土壌の失われた地点のみから採集され,こ のような所からはヒミズは採集 されなかつ

た。このことは富士山に於て土壌のない溶岩地帯にかぎつて,910れ から1,110れ の地点でヒメヒミズが採集

されたという報告 (今泉,1972)と 一致する。

次にハタネズミ・アカネズミとヒメネズミは今回の調査では2,00Cl″以下の地点のみから採集されたが,

富士山では山頂附近にも生息していることが報告されている (今泉,1972)。 これは富士山では登山者によ

り,これらの餌となるものが標高の高い所にまで持ち込まれていることによるものであろう。

●.植 生 と の 関 係

採集された動物の種類と個体数及び捕獲率を採集地点の植生別にまとめたものが表‐ 3で ある。植生は茶

畑,造林地,落葉広葉樹林,笹原 (ス スキ草地を含む),亜高山針葉樹林と高山帯に大別してある。これら

「』∞ダ高0滋 r'∞ぢa10″ 12,IXl″以J
4(0.2) 1(0.3)

70(5.0)

24(1.7)

1(0.0)

3(0.2)

7(0.5)

5(0.4)

55(4.0)

169    1

5(1.3)

5(1.3)

1(1.3)

7(9.3)

5(0.1)

1(0.0)

111(2.7)

47(1.1)

13(0.3)

22(0.5)

9(0.2)

46(1.1)

154(3.8)



May.  1  1979 Nat. Hist.「 Fokai Dist.   No.3

のうち茶畑は標高1,0∞″以下に限ぎられているが,続 く三つのものは500″ から2,000%の 間に混在してい

る。最後の二つは2,0∞″以上で,2,4∞′ルから2,∞0,7ι の間にそれら2つの境界がある。

表3.各種の植生別分布

III専 ¬   鷹蔀1野ギ諦祟高山帯1 計 |日      ｀ ヽ 、 |    | ~ ~ 1倒   朴 lk百早 地 ノ I場 鋼 杯
| '…

'日 “'|  口:

トガリネズミ    |    |    1 1(0.o)1 3(0.4)|~1(0・ 3)  下 l(0.1)

1    14    1   130
計  __I M I・ 01M21Ю 31 7 1 2

I L21 1 L面¬ 7“ 丁面¬ 百
捕 獲 率 % α∝つ |。αの |。4の |の |。 0
*数字は採集個体数及び捕獲率 (括弧内)

植生の変化は上に記したように一部は標高の変化と並行しており,表‐ 3に まとめられた結果は植生によ

る変化のみを表わすとは言いがたいが,表で明らかなように,種類構成は植生によつて変化する。茶畑では
ヒミズ 。カゲネズミ・アカネズミの3種が採集され,その中ではアカネズミの採集個体数が総採集個体数の

中で占める割合 (優占度)は 78.6%で 最も優勢である。造淋地 。落葉広葉樹林と笹原では,上記の3種の他
トガリネズミ。ジネズミ・ ヒメヒミズ。ニイガタャチネズミ・ハタネズミ・ヒメネズミの全種或いは一部が
加わり,6乃至 8種が生息する。造林地ではヒメネズミが優占度43.8%で 最も優勢で、アカネズミ(19.2%)
とヒミズ (15.4%)が これに次ぐ。落葉広葉樹林ではヒメネズミが優占度 5o.7%と 最も優勢でヒメヒミズ

(25,4%)と ヒミズ (9.9%)と 続く。笹原ではヒメヒミズが優占度52.4%で ヒメネズミ (24.3%)と換つ

て最も優勢であり,ヒ ミズ (11.7%)で 3位となる。亜高山針葉樹林ではニイガタヤチネズミが出現するが

他の種類の多くが姿を消し,ヒ メヒミズとトガリネズミ合せ て 3種となり,こ こで は ヒメヒミズが優占
度57.1%で最も優勢を保つ。高山帯ではヒメヒミズとニイガタヤチネズミの 2種で,後者が優占度83.3%で
優勢となる。

次に捕獲率は笹原が14.6%と 最も高く,次いで造林地 (10.7%),落葉広葉樹林 (10.3%)と 続き,亜高
山針葉樹林が2.1%と 最も低い。

表-4は標高1,OCICl″ から1,∞0″ までの造林地と落葉広葉樹林での採集結果を,採集された種類と個体数
及びそれらの捕獲率を採集地点ごとにまとめたものである。表から明らかなように,これらの森林の中で,

ヒミズとヒメヒミズ,アカネズミとヒメネズミの棲み分けとも言うべき現象が見られる。この現象は,同一
の植生の中でも,動物の種類によつて,林の内部の明るさゃ,土壌の腐植層など林床の状態で生,急場所につ

いての好みが違うことによると考えられる。ヒメヒミズは土壌の少い所にも生活している例は前にのべた。
アカネズミの捕獲率が 10。 1%と 最も高い格島 (G■ )は カラマツ造林地で,林内が比較的明るく,林床は厚
く腐植層に覆れてその中に本種の巣が多く見られた。同様なことは井り|1峠のカラマツ林 (E3)で も観察さ
れた。ヒメネズミの捕獲率が最も高かつた口坂本 (F■ )(表中には示されていない)は ヒノキの造林地で,

林床は下草に厚く覆われていた。ウソッコ沢小屋 (H■ )で も9.5%と 高い捕獲率を示したが,こ はゝ急傾斜
の落葉広葉樹の繁った林であり,林床の腐植層には乏しい地点であった。
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表4.造林地 。落葉広葉樹林内の各種の分布
*(1,000-1,500π

)

ヒメヒミズ

ヒミズ

カゲネズミ

アカネズミ

ヒメネズミ

1  15 LL_Li_上 上 土_上 lJ竺⊥型
ワ ナ 数 藤 J「 恥 l面 1面¬ 原丁 1万丁 D0

捕 獲 率 %|(6.9)(11・ 7) (3

*数字は採集個体数及び捕獲率 (括弧内)

カゲネズミについてはこのような棲み分けは見られない。また同様なことは1,000″以下或いは1,∞Oπ

2,∞0″ でも見られた。

b.季 節 に よ る 変 動

表-5は採集された動物の捕獲率を4月 から翌年の 2月 まで月別にまとめたものである。

全体の捕獲率は2月 が25,7%と最も高く次いで9月 が16.7%,10月 は若千下がるが11月 は12.8%と 再び高

まる。他の月は2.5%から9.7%の間を変動している。

採集個体数の少いトガリネズミ・ジネズミ・ハタネズミと10月 と11月 のみ採集を行つた高山帯のニイガタ

ヤチネズミはその他としてまとめてあるが,これらの種については季期による変動を判断することは不可能

である。

ヒメヒミズ 。ヒミズ 。カゲネズミ・アカネズミとヒメネズミについては捕獲率に季節による変動が明らか

である。すなわちヒメヒミズは 7月 と11月 に捕獲率のピークがあり,後のピークが最大である。ヒミズは捕

獲率は4月 から徐々に増大し,年末から翌春の始めにピークに達する。カゲネズミは9月 と2月 に2つ のピ

ークをもつ。アカネズミは他の種程明らかではないが8月 から10月 に最高の捕獲率を示す。ヒメネズミは変

動が最も明らかで9月 と2月 に2つ のピークをもち, 2月 が最大である。

これらの変動の原因については,繁殖による個体数の増加と,EI「を求めての各個体の活動の増大が考えら

れるが,どちらの要因が大きく影響しているかについては明らかではない。

ヒメネズミについて1977・ 8年の採集結果では9月 に採集された11個体の平均頭月同長が 79“ と通年の平

均 83物 (48個体)に くらべて短く,年間で最低であることから夏出来た仔が9月 には活動し始めるために

9月 に捕獲率の一つのピークが現われるものと推定される。しかしもう1つ のピーク時の2月 には平均頭月同

長は88滋 (8個体)と 年間最大で、自然 の餌の少いこの時期に餌を求めてわなに掛る率が大きくなるため

と推定される。

またヒメネズミについては,調査を行つた1976年 の10月 には一頭 も採集され なかつた千枚小屋附近で,

1977年 8月 に本教室の藤沢弘介氏や小屋管理人の細野弘氏らによつて多数生息していることが発見され,

また採集されて,夏期には標高 2,IICl πをこえる所にも生息していることが明らかになつた。このネズミが

夏期にかぎつて標高の低い所から移動したものか,周年そこに生息し秋からは活動を止めるものかについて

は不明であり,今後の研究課題である。

結  語

南アルプス南部と安倍川流域周辺の山地や山岳地域の食虫類及びネズミ類の採集調査を行つた。
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表4.造林地・落葉広葉樹林内の各種の分布*(1,000-1,500π
)

Ｅ２
一
　

ψ
　
　
　
峰

H■

12(6.3

1(0.5

18(9.5

*数字は採集個体数及び捕獲率 (括弧内)

カゲネズミについてはこのような棲み分けは見られない。また同様なことは 1,OCICl,″ 以下或いは1,∞Oπ

2,∞0″ でも見られた。

b.季 節 に よ る 変 動

表-5は採集された動物の捕獲率を4月 から翌年の2月 まで月別にまとめたものである。

全体の捕獲率は 2月 が25。 7%と 最も高く次いで9月 が16.7%,10月 は若干下がるが11月 は12.8%と 再び高

まる。他の月は2.5%から9.7%の 間を変動している。

採集個体数の少いトガリネズミ。ジネズミ。ハタネズミと10月 と11月 のみ採集を行つた高山帯のニイガタ

ヤチネズミはその他としてまとめてあるが,これらの種については季期による変動を判断することは不可能

である。

ヒメヒミズ 。ヒミズ・カゲネズミ。アカネズミとヒメネズミについては捕獲率に季節による変動が明らか

である。すなわちヒメヒミズは 7月 と11月 に捕獲率のピークがあり,後のピークが最大である。ヒミズは捕

獲率は4月 から徐々に増大し,年末から翌春の始めにピークに達する。カゲネズミは9月 と2月 に2つ のピ

ークをもつ。アカネズミは他の種程明らかではないが8月 から10月 に最高の捕獲率を示す。ヒメネズミは変

動が最も明らかで9月 と2月 に2つ のピークをもち,2月 が最大である。

これらの変動の原因については,繁殖による個体数の増加と,餌を求めての各個体の活動の増大が考えら

れるが, どちらの要因が大きく影響しているかについては明らかではない。

ヒメネズミについて1977・ 8年の採集結果では9月 に採集された11個体の平均頭胴長が79勧 と通年の平

均 83滋 (48個体)に くらべて短く,年間で最低であることから夏出来た仔が 9月 には活動し始めるために

9月 に捕獲率の一つのピークが現われるものと推定される。しかしもう1つ のピーク時の 2月 には平均頭胴

長は88〃 (8個体)と年間最大で、自然 の餌の少いこの時期に餌を求めてわなに掛る率が大きくなるため

と推定される。

またヒメネズミについては,調査を行つた1976年 の10月 には一頭 も採集され なかつた千枚ノ!ヽ屋附近で,

1977年 8月 に本教室の藤沢弘介氏や小屋管理人の細野弘氏らによつて多数生息していることが発見され,

また採集されて,夏期には標高2,mπをこえる所にも生息していることが明らかになつた。このネズミが

夏期にかぎつて標高の低い所から移動したものか,周年そこに生息し秋からは活動を止めるものかについて

は不明であり,今後の研究課題である。

結  語

南アルプス南部と安倍川流域周辺の山地や山岳地域の食虫類及びネズミ類の採集調査を行つた。
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表4.造林地・落葉広葉樹林内の各種の分布*(1,000-1,500π
)

1 2 MI 1   31

1  190

。6つ ICO I ①の |。
6め

*数字は採集個体数及び捕獲率 (括弧内)

カゲネズミについてはこのような棲み分けは見られない。また同様なことは 1,∞0″以下或いは1,∞Oπ

2,KX10″ でも見られた。

b.季 節 に よ る 変 動

表-5は採集された動物の捕獲率を4月 から翌年の 2月 まで月別にまとめたものである。

全体の捕獲率は 2月 が25.7%と 最も高く次いで9月 が16.7%,10月 は若千下がるが11月 は12.8%と 再び高

まる。他の月は2.5%か ら9.7%の 間を変動している。

採集個体数の少いトガリネズミ・ジネズミ・ハタネズミと10月 と11月 のみ採集を行つた高山帯のニイガタ

ヤチネズミはその他としてまとめてあるが,これらの種については季期による変動を判断することは不可能

である。

ヒメヒミズ 。ヒミズ・カゲネズミ。アカネズミとヒメネズミについては捕獲率に季節による変動が明らか

である。すなわちヒメヒミズは 7月 と11月 に捕獲率のピークがあり,後のピークが最大である。ヒミズは捕

獲率は4月 から徐々に増大し,年末から翌春の始めにピークに達する。カゲネズミは9月 と2月 に2つ のピ

ークをもつ。アカネズミは他の種程明らかではないが8月 から10月 に最高の捕獲率を示す。ヒメネズミは変

動が最も明らかで9月 と2月 に2つ のピークをもち, 2月 が最大である。

これらの変動の原因については,繁殖による個体数の増カロと,餌を求めての各個体の活動の増大が考えら

れるが, どちらの要因が大きく影響しているかについては明らかではない。

ヒメネズミについて1977・ 8年の採集 結果では9月 に採集された 11個体の平均頭月同長が79mと通年の平

均 83渤 (48個体)に くらべて短く,年間で最低であることから夏出来た仔が 9月 には活動し始めるために

9月 に捕獲率の一つのピークが現われるものと推定される。しかしもう1つ のピーク時の 2月 には平均頭胴

長は88勧 (8個体)と年間最大で、自然 の餌の少いこの時期にEI「 を求めてわなに掛る率が大きくなるため

と推定される。

またヒメネズミについては,調査を行つた1976年 の10月 には一頭 も採集され なかつた千枚小屋附近で,

1977年 8月 に本教室の藤沢弘介氏や小屋管理人の細野弘氏らによつて多数生息していることが発見され,

また採集されて,夏期には標高2,500π をこえる所にも生,息 していることが明らかになつた。このネズミが

夏期にかぎつて標高の低い所から移動したものか,周年そこに生息し秋からは活動を止めるものかについて

は不明であり,今後の研究課題である。

結  語

南アルプス南部と安倍川流域周辺の山地や山岳地域の食虫類及びネズミ類の採集調査を行つた。
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その結果この地域には食虫類のトガリネズミ・ジネズミ・ヒメヒミズ 。ヒミズ,ネズミ類ではニイガタヤ

チネズミ・カゲネズミ・ハタネズミ・アカネズミ・ヒメネズミが生息していることが確められた。これらの

うちではヒメネズミとヒメヒミズが最も優勢な種である。

垂直分布では高山帯にはニィガタヤチネズミの生,息 していること,ヒ メヒミズが広い分布を示すことが明

らかになつた。

植生による分布の変化については,造林地と落葉広葉樹林の中では,ヒ メヒミズとヒミズ,ア カネズミと

ヒメネズミが一種の棲み別けを行つていることが明らかとなつた。

また多くの種が季期によつて分布に変動を示すことも明らかになつた。

この調査は静岡大学理学部生物学教室に於て,片山一教授の指導のもとで「南アルプスの自然環境と生物

相の動態」の研究の一部として行われたものです。片山教授の親切 な御 指 導に感謝の意を表わします。ま

た,授集や同定に関して,種々ご指導いただいた静岡県林業試験場の鳥居春己氏,北海道立衛生研究所の土

屋公幸博土に感謝の意を表します。また,調査にさいして協力を惜しまなかつた静岡大学理学部生物学科の

学生諸君にも感謝します。

Summary

An investigatiOn for lnsectivora and Rodentia was pursured in the sOuthern area ofthe Minami

Alps from 1975 to 1978.  Four species of lnsectivora and five species of Rodentia were found

in this area.The mOst dOminant species were ρy″ι
`ο

″ο″p″ J″。sιゴs and/ンοどι′π″s arg′″ι′
“
s

in each order.  Distribution of 4sι /2ゴ 2ο″υs ″グigα′αι in alpine zones was confirmed in the

present investigatiOn. The habitat segregations between 2ノ ′πι
`ο

″οη pF′ブ′。s′″ゴs and UrO′ ″′
`ん

αs

″
`″

οゴど′s as well as between 44pο ′
`′

″πs sp′ιゴ。s″s and々 ο′ι″2″sα●gι″″″zs were obServed

at plantations and deciduous forests.
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